
高
二
か
ら
一
年
間
米
国
に
留
学

し
、
帰
国
後
す
ぐ
に
東
京
に
引
越

し
た
た
め
、
私
は
み
な
し
同
窓
生

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
日
は
み

な
し
同
窓
生
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

お
声
掛
け
頂
き
感
謝
し
て
い
る
。

今
日
の
話
は
外
務
省
四
十
年
勤
務

中
の
新
し
い
部
分
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
︵
二
〇
〇
四
年
九
月
〜
二
〇
〇

七
年
十
一
月
︶
で
の
経
験
を
お
話

す
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は

日
本
人
の
間
で
最
も

好
ま
れ
て
い
る
国
の

一
つ
。
姉
妹
都
市
も

二
十
九
都
市
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
は
三
つ

の
大
き
な
出
来
事
が

重
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
節
目
の

年
だ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後

六
十
周
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家

条
約
独
立
五
十
周
年
、
そ
し
て
Ｅ

Ｕ
加
入
十
周
年
。
こ
の
年
は
オ
ー

ス
ト
リ
ア
人
と
今
後
の
国
の
あ
り

方
を
お
祝
い
し
考
え
る
ラ
ッ
キ
ー

な
機
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇

〇
六
年
は
Ｅ
Ｕ
議
長
国
と
な
り
、

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
働
き
を
み
る
こ
と

が
で
き
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
は
常
に
国
の

あ
り
方
を
考
え
て
き
た
。
大
帝
国

ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
は
第
一
次
世
界

大
戦
で
崩
壊
し
、
一
九
三
八
年
に

は
ナ
チ
ス
に
占
領
さ
れ
、
国
が
無

く
な
っ
た
。
一
九
九
一
年
に
国
と

し
て
過
去
の
責
任
を
認
め
、
現
在

は
Ｅ
Ｕ
の
中
の
一
国
と
し
て
よ
き

Ｅ
Ｕ
メ
ン
バ
ー
た
ら
ん
と
す
る
こ

と
が
、
国
の
目
標
と
な
っ
て
い
て
、

Ｅ
Ｕ
の
成
長
で
最
も
裨
益
し
た
国

と
も
言
え
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
特
徴
は
伝
統

的
に
善
隣
外
交
。
国
民
性
を
比
較

す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
セ
ン
ス

オ
ブ
ユ
ー
モ
ア
。
ド
イ
ツ
人
は
ロ

マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
。
フ
ラ
ン
ス
人

は
傲
慢
。
ス
ペ
イ
ン
人
は
プ
ラ
イ

ド
が
高
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
は

テ
ン
ダ
ー
ネ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
。

相
手
を
配
慮
す
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚

が
と
れ
て
い
る
成
熟
し
た
大
人
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
っ
た
感
じ
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
ハ
プ
ス
ブ
ル

グ
の
末
裔
を
思
わ
せ
る
、
し
た
た

か
さ
、
侮
り
が
た
さ
も
感
じ
る
。

国
語
が
ド
イ
ツ
語
で
、
よ
く
ド

イ
ツ
と
比
較
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
が

男
性
的
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
女

性
的
と
言
わ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
イ

セ
ン
は
領
土
を
戦
っ
て
と
る
と
い

う
の
に
対
し
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
は

結
婚
を
通
じ
て
領
土
を
獲
得
す
る
。

赴
任
前
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人

は
ド
イ
ツ
語
を
話
す
イ
タ
リ
ア
人

と
思
え
ば
い
い
と
い
う
こ
と
を
聞

い
た
。
イ
タ
リ
ア
人
ほ
ど
底
抜
け

に
明
る
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ド

イ
ツ
人
に
比
べ
る
と
人
生
を
楽
し

む
タ
イ
プ
と
言
え
る
。

今
後
に
つ
い
て
の
私
見
で
あ
る

が
、
日
本
と
オ
ー
ス

ト
リ
ア
関
係
の
裾
野

を
広
げ
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。
文
化
だ

け
で
な
く
、
政
治
も

含
め
、
音
楽
だ
け
で

な
く
、
ア
ニ
メ
も
含

め
、
各
種
の
交
流
が

必
要
で
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
、

国
際
社
会
で
の
つ
き
あ
い
を
多
層

的
に
す
る
意
味
で
欧
州
は
つ
き
あ

い
が
い
が
あ
る
。
欧
州
は
日
本
人

の
誠
実
さ
に
敬
意
を
持
っ
て
受
け

入
れ
る
態
勢
が
あ
る
一
方
で
、
無

関
心
層
も
か
な
り
多
い
と
い
え
る
。

今
後
、
共
通
の
価
値
観
が
あ
る
か

な
い
か
大
事
。
世
界
が
共
通
で
抱

え
て
い
る
問
題
に
は
で
き
る
だ
け

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。
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﹁
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昭
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学

21年度総会〔略歴〕 昭和37年卒同期会会
員。２年次に１年間米国留学、
帰国後東京へ。東京大学卒。外
務省入省。平成7年　朝鮮半島
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ストリア大使、平成19年退官。
現在、日本原子力開発機構特別
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